
6
月
30
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、

｢

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会｣

(

岡
山

市
北
区)

に
て
、
第
81
回
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
昨
年
同
様
、
ご
来
賓
を

お
招
き
せ
ず
、
最
小
の
人
数
、
短
時

間
で
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
小
野
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、

『
昨
年
度
は
、
春
先
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行

に
よ
る
未
曾
有
の
経
済
停
滞
に
さ
ら

さ
れ
ま
し
た
。
林
業
・
木
材
産
業
界

に
お
い
て
も
、
木
材
需
要
・
木
材
価

格
が
特
に
上
半
期
に
大
き
く
下
落
す

る
な
ど
大
変
厳
し
く
、
先
行
き
が
見

通
し
づ
ら
い
年
で
し
た
。

一
方
、
異
常
気
象
が
頻
発
し
、
地

球
温
暖
化
が
進
む
中
で
、
国
に
お
い

て
は
、
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
に
向
け

て
、
2
0
5
0
年
に
は
Ｃ
Ｏ
2
排
出

量
ゼ
ロ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
す
こ
と
が
表
明
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ

2
吸
収
サ
イ
ク
ル
の
早
い
森
づ
く
り

を
進
め
る
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
が
果
た
す
役

割
は
非
常
に
重
要
な
も
の
が
あ
り
、

森
林
の
若
返
り
に
資
す
る
再
造
林
等

の
森
林
整
備
や
木
材
利
用
の
拡
大
等

を
着
実
に
推
進
し
、
森
林
の
恵
み
を

末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
森
林
組
合
間
の
多
様
な
連

携
手
法
の
導
入
や
事
業
執
行
体
制
の

強
化
を
行
い
、
地
域
の
林
業
経
営
に

担
い
手
で
あ
る
森
林
組
合
系
統
組
織

の
経
営
の
発
展
を
実
現
し
、
山
元
へ

の
一
層
の
利
益
還
元
を
図
ろ
う
と
す

る
森
林
組
合
法
が
昨
年
５
月
に
改
正

さ
れ
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。こ

う
し
た
中
、
岡
山
県
森
林
組
合

連
合
会
で
は
、
県
下
３
箇
所
に
あ
る

木
材
共
販
所
を
通
じ
て
の
県
産
材
の

安
定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
再
造

林
、
下
刈
に
要
す
る
経
費
を
独
自
に

５
年
間
支
援
す
る｢

皆
伐
・
再
造
林

促
進
支
援
事
業｣

、
新
た
に
導
入
し

た
苗
木
運
搬
用
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
省
力
化
林
業
の
推
進
、
現
場
の
技

術
者
の
確
保
・
育
成
を
推
進
す
る

｢

緑
の
雇
用
事
業｣

等
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性

化
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
尽
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
本
会

事
務
所
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
岡

山
市
北
区
楢
津
の
木
材
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
に
、
木
造
平
屋
建
4
3
1
㎡
で
、

県
産
の
木
材
を
で
き
る
限
り
使
用
し

て
、
本
年
３
月
に
完
成
し
、
５
月
８

日
に
は
、
無
事
竣
工
式
を
挙
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
皆
様
の
絶

大
な
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
』
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及

び
令
和
３
年
度
事
業
計
画
な
ど
12
議

案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

通
常
総
会
終
了
後
、
理
事
会
が
開

催
さ
れ
会
長
以
下
、
新
役
員
体
制
が

決
定
し
ま
し
た
。
新
役
員
を
含
め
、

今
年
度
体
制
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

今
年
度
新
た
に
森
林
組
合
長
に
就

任
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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新
役
員
の
選
任

感
謝
状
贈
呈

系
統
利
用
優
秀
森
林
組
合

○
真
庭
森
林
組
合

○
新
見
市
森
林
組
合

○
津
山
市
森
林
組
合

○
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合

系
統
利
用
奨
励
森
林
組
合

○
奈
義
町
森
林
組
合

○
美
作
東
備
森
林
組
合

○
び
ほ
く
森
林
組
合

真
庭
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

完
田

二
郎

津
山
市
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

竹
花

祐
治

代
表
理
事
会
長

小
野

泰
弘

副
会
長
理
事(

新
任)

竹
本

俊
郎

代
表
理
事
専
務

池
田

稔

理

事

井
上

稔
朗

理

事

丸
田

一
徳

理

事

鳥
越

康
生

代
表
監
事

長
代

直
行

監

事

小
椋

美
博

監

事

小
橋

仙
敬

小野会長あいさつ通常総会様子



県
内
の
森
林
組
合
新
入
職
員
の
方

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
属
・
お
名
前

①
好
き
な
休
日
の
過
ご
し
方

②
好
き
な
樹
種
も
し
く
は
花

③
挨
拶
＆
抱
負

真
庭
森
林
組
合

柴
田

翔
太

①
掃
除
で
す
。
身
の
回
り
の
整
理
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
ク
レ
マ
チ
ス
で
す
。
幼
い
時
か
ら

祖
父
母
が
創
っ
て
お
り
、
好
き
な
植

物
で
す
。

③
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
日
々
精
進
し

て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

真
庭
森
林
組
合

越
智

和
子

①
自
然
で
遊
ぶ
、
麺
類
や
ス
イ
ー
ツ
、

ラ
ジ
オ

②
シ
ラ
カ
ン
バ
、
カ
ツ
ラ
。

カ
タ
バ
ミ
、
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
。

③
本
年
度
よ
り
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

元
気
に
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

美
作
東
備
森
林
組
合

和
田

葵

①
バ
イ
ク

②
か
す
み
草

③
今
年
新
し
く
入
組
し
ま
し
た
和
田

で
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森
林
組
合
連
合
会

新
見
支
所

吾
郷

基

①
夏
場
は
プ
ー
ル
に
泳
ぎ
に
行
っ
た

り
、
冬
場
は
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
滑

り
に
行
っ
て
い
ま
す
。

②
百
日
紅

③
今
年
度
よ
り
新
見
支
所
に
配
属
さ

れ
た
吾
郷
で
す
。
早
く
仕
事
を
覚
え
、

皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

森
林
組
合
連
合
会

勝
山
支
所

金
田

尚
己

①
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
近
隣

の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
ド
ラ
イ
ブ

②
ク
ス
ノ
キ

③
こ
の
度
入
会
い
た
し
ま
し
た
金
田

尚
己
で
す
。
奈
良
県
出
身
で
す
。
一

日
で
も
早
く
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森
林
組
合
連
合
会

本
会出

水
玲
緒
奈

①
映
画
を
観
た
り
、
犬
と
散
歩
し
た

り
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
の
が
好
き
で
す
。

②
コ
ス
モ
ス

③
今
年
度
入
会
い
た
し
ま
し
た
出
水

と
申
し
ま
す
。
社
会
人
一
年
目
で
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
日
々
の
積
み
重
ね

を
大
事
に
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

総
務
部
総
務
課
兼
企
画
指
導
課

主
任

金
田

桃
果

令
和
３
年
３
月
25
日
に
本
会
２
階

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
５

回
理
事
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

理
事
会
に
は
、
普
段
は
経
理
関
係

の
資
料
作
成
で
携
わ
る
立
場
で
す
。

ま
た
議
事
録
を
読
む
機
会
も
あ
る

た
め
、
理
事
会
の
議
題
や
お
お
よ
そ

の
流
れ
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
理
事
会
は
と
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
し
、
傍
聴
し
た
こ
と
に
よ

り
、
実
際
の
会
議
の
中
で
の
話
し
方

を
知
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
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森
林
組
合
職
員
紹
介

※順不同

森
林
組
合
連
合
会
職
員
紹
介

理
事
会
を
傍
聴
し
て

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策



5
月
8
日
に
竣
工
式
お
よ
び
完
成

披
露
式
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
執
り
行
い
ま

し
た
。

竣
工
式
で
は
、
工
事
の
概
要
報
告

や
、
建
設
に
関
わ
っ
た
方
々
に
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事

お
よ
び
波
多
洋
治
岡
山
県
議
会
議
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
完
成
披
露
式
で
は
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係
業

者
の
方
々
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

完
成
披
露
式
後
に
は
、
地
域
住
民

等
に
向
け
た
完
成
見
学
会
を
行
い
ま

し
た
。

建
物
内
の
見
学
だ
け
で
な
く
、
当

会
の
所
有
林
か
ら
持
っ
て
き
た
ヒ
ノ

キ
や
ス
ギ
の
苗
木
植
樹
体
験
も
行
い

ま
し
た
。

植
樹
し
た
苗
木
に
つ
い
て
は
、
今

後
今
回
の
参
加
者
と
と
も
に
所
有
林

に
植
え
替
え
を
す
る
予
定
で
す
。

当
会
で
は
、
林
業
用
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
し
、
森
林
組
合
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
苗
木
運
搬
の
実
証
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

林
業
に
お
け
る
造
林
作
業
は
体
力

的
に
も
過
酷
で
あ
り
、
労
働
災
害
の

防
止
及
び
造
林
作
業
員
の
定
着
率
の

向
上
が
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
労
働
強
度
の
低
減
を
目

的
と
し
、
林
業
用
ド
ロ
ー
ン
「
森
飛
」

～
２
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ンV

e
r

～
を
当

会
で
導
入
し
ま
し
た
。

２
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
２
つ

の
操
縦
機
（
プ
ロ
ポ
）
で
２
名
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
視
認
で
き
る
境
で
操

縦
者
を
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

よ
り
安
全
な
運
搬
が
可
能
と
な
り
、

林
業
現
場
に
適
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

運
搬
で
き
る
重
量
は
約
10
kg
で
あ

り
、
コ
ン
テ
ナ
ヒ
ノ
キ
苗
50
本
１
袋

程
度
、
片
道
300
m
を
約
２
～
３
分
で

往
復
す
る
の
で
、
３
千
本
を
３
時
間

程
度
（
２
名
）
で
運
搬
で
き
、
造
林

者
の
労
働
強
度
の
低
減
に
繋
が
り
、

労
働
災
害
防
止
に
寄
与
し
ま
す
。

ま
た
、
苗
木
以
外
の
資
材
運
搬
に

つ
い
て

も
検
討

中
で
あ

り
、
そ

の
候
補

と
し
て

シ
カ
ネ
ッ
ト
用
資
材
や
、
林
業
に
限

ら
ず
山
地
復
旧
用
資
材
等
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
ん
な
も
の
で
も
運
搬
し
て
貰
え

る
の
か
な
？
等
の
ご
要
望
や
質
問
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
会
事
業
部
業

務
課
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

５
月
27
日
、
加
茂
地
区
木
材
組
合

主
催
に
よ
る
特
別
記
念
市
が
津
山
木

材
共
販
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
憎
の
雨
で
の
開
催
で
し
た
が
、

取
扱
総
材
積
は
三
，
七
一
三
㎥
で
そ

の
内
一
，
六
八
二
㎥
が
加
茂
・
阿
波

地
域
か
ら
の
出
荷
が
あ
り
、
盛
況
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
去
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
開
催
の
た
め
式
典
等
は
中

止
と
な
り
、
事
務
所
前
で
の
挨
拶
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
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第
28
回
加
茂
地
区
木
材
組
合

特
別
記
念
市

竣
工
式
・
完
成
披
露
式
・
完
成
見
学
会

ド
ロ
ー
ン
出
張
し
ま
す
！

資
材
運
搬
の
ご
依
頼
・
ご
相
談
受
付
中

【
０
８
６
ー
２
３
６
ー
６
５
３
０
】

事
業
部

業
務
課

竣工式(式典)

主催者挨拶 (県森連 小野会長)

竣工式(式典)テープカット
竣工式(式典)記念植樹

左：岡山県知事 伊原木隆太氏

右：県森連会長 小野泰弘

新事務所

写真右 清水義夫加茂地区木材組合長当日の市の様子

コンテナ苗を運搬中のドローン



令
和
３
年
度
「
緑
の
雇
用
」
新
規

就
業
者
育
成
推
進
事
業
の
Ο
Ｊ
Ｔ
研

修
が
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
渦
で
の
研
修
と

な
り
、
座
学
等
で
は
マ
ス
ク
の
着
用

は
当
た
り
前
と
な
り
、
講
習
開
始
前

に
は
検
温
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
今
年
度
も

徹
底
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
研
修
生
は
、
１
年
目
23

名
、
２
年
目
12
名
、
３
年
目
７
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
多
く
の
研

修
生
が
入
り
、
積
極
的
に
講
義
を
受

け
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

緑
の
雇
用
で
は
、
林
業
経
験
２
年

以
内
の
方
を
対
象
と
し
て
、
林
業
で

必
要
な
基
礎
知
識
、
技
術
、
安
全
確

保
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
業
を
す
る
上
で
様
々
な

資
格
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
左
写

真
の
普
通
救
命
講
習
や
、
伐
木
、
刈

払
い
、
車
両
系
等
の
資
格
講
習
に
つ

い
て
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

緑
の
雇
用
の
研
修
で
、
最
も
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
労
働
災
害
防
止
に

つ
い
て
で
す
。
全
国
で
の
労
働
災
害

は
年
々
減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、

他
の
業
種
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
多

い
の
が
現
状
で
す
。
研
修
の
中
で
も

災
害
事
例
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
項
目

に
つ
い
て
、
な
ぜ
起
き
た
の
か
、
ど

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
を
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
発
表
す
る
な
ど
、
全

員
で
共
有
し
、
安
全
作
業
に
つ
い
て

徹
底
し
て
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
業
の
担
い
手
育
成
を
行

う
拠
点
施
設
と
し
て
「
林
業
技
術
研

修
施
設
」(

勝
田
郡
勝
央
町
１
８
１

０-

３
森
林
研
究
所
内)

が
整
備
さ
れ
、

新
た
に
就
業
相
談
窓
口
も
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
施
設
を
集
合
研
修
で
も
利
用

し
て
お
り
、
「
伐
倒
練
習
機
」
「
風

倒
木
伐
採
装
置
」
「
枝
払
練
習
装
置
」

「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー(

Ｖ
Ｒ)

」
等
が

備
わ
っ
て
い
て
研
修
生
に
と
っ
て
も
、

充
実
し
た
研
修
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。研

修
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
知
識
・
技
術
・
安
全
に
つ
い

て
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
研
修
を
通

じ
て
横
の
関
係
も
大
切
に
し
、
岡
山

県
の
林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

(

公
財)

岡
山
県
林
業
振
興
基
金
で

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
定
着
率
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
担
い
手
を
確

保
す
る
目
的
で
、
５
つ
の
事
業
を
新

設
し
ま
し
た
。
こ
の
内
３
事
業
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

定
着
率
優
良
事
業
体
表
彰
事
業

林
業
労
働
者
の
定
着
率
向
上
や
安

全
管
理
の
改
善
向
上
に
努
め
、
様
々

な
取
組
を
推
進
し
、
成
果
を
挙
げ
て

い
る
３
事
業
体
の
功
績
を
称
え
表
彰

状
と
目
録
を
授
与
し
ま
し
た
。

【
真
庭
森
林
組
合
】

【
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
】

【
院
庄
林
業
株
式
会
社
】

県
内
出
身
者
で
林
業
大
学
校
に
進

学
し
た
方
に
助
成
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
立
林
業
大
学
校
進
学

大
谷

昂
弘
（
岡
山
県
立
勝
間
田
高
校
卒
）

林
業
従
事
者
の
長
期
定
着
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
勤
続
年
数
が
一
定

以
上
の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
満
15
年
】
３
名

岩
根

主
京
（
岡
山
森
林
組
合
）

上
原

信
人
（
新
見
市
森
林
組
）

春
木

邦
雄
（
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
）

【
満
10
年
】
４
名

岩
佐

征
広
（
真
庭
森
林
組
合
）

横
山

昌
昭
（
真
庭
森
林
組
合
）

片
岡

誠

（
津
山
市
森
林
組
合
）

井
戸

邦
暁
（
美
作
東
備
森
林
組
合
）

【
満
５
年
】
14
名

小
山

憲

（
岡
山
森
林
組
合
）

東
馬
場

匠
（
備
中
南
森
林
組
合
）

林

保
幸
（
（
株
）
戸
川
木
材
）

佐
藤

富
一
（
（
有
）
杉
産
業
）

近
藤

貴
春
（
真
庭
森
林
組
合
）

市

大
輝
（
真
庭
森
林
組
合
）

平
元

亨
樹
（
真
庭
森
林
組
合
）

入
尾

武
範
（
（
株
）
三
謳
）

樋
口

昌
弘
（
（
有
）
ナ
ガ
タ
木
材
）

中
塚

祥
一
（
（
有
）
志
田
工
房
）

佐
藤

稔

（
（
株
）
杣
）

高
畑

幸
治

（
江
与
味
製
材
（
株
）
）

小
童
谷

賢
吾
（
（
株
）
い
ざ
な
ぎ
創
林
）

岸
本

啓

（
（
株
）
い
ざ
な
ぎ
創
林
）

4

定
着
率
優
良
事
業
体

表
彰
事
業

林
業
大
学
校
進
学
支
援
事
業

林
業
従
事
者
勤
続
表
彰
事
業

(写真左)真庭森林組合

鳥越康生 代表理事組合長

令
和
３
年
度
担
い
手
確
保
育
成
研
修
ス
タ
ー
ト

（
公
財
）
岡
山
県
林
業
振
興
基
金

事
務
局
便
り

普通救命講習

グループワーク研修

伐倒練習機による伐倒研修相談窓口の様子


